
 
 
  

 

平成１８年７月７日

天竜川ダム再編事業環境検討委員会の設置について

１．概要

 天竜川ダム再編事業に伴うダム直下から海域までの物理環境、生物環境について、専門技術

的な見地から検討・助言を得るため、天竜川ダム再編事業環境検討委員会を設置しましたので

お知らせします。 

 

詳細は別紙のとおり 
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別紙－１

天竜川ダム再編事業環境検討委員会について

１．目的

天竜川は、中央・南アルプス間を流下する急流河川であり、流域は中央

構造線等による急峻な地形と脆弱な地質のため、土砂の生産量・流出量が

多く、流域の土砂災害、既設ダムの堆砂、ダム下流河道における砂州の固

定化、河口海岸域の侵食等が問題となっている。

、 （ ） 、天竜川ダム再編事業は 利水専用既設ダム 佐久間ダム を有効活用し

、 。新たに治水機能を確保し 天竜川中下流部の洪水防御に資するものである

また、貯水池の保全を図るために恒久的な堆砂対策を実施することにより

土砂移動の連続性を確保し、ダム下流河川の望ましい河川環境、海岸侵食

の抑制等を目指すものである。

本検討委員会においては、天竜川ダム再編事業に伴うダム直下から海域

までの物理環境、生物環境の変化について、専門技術的な見地から検討・

助言を得るものである。

２．検討事項

１）検討対象は、天竜川ダム再編事業に伴うダム直下から海域までの物理

環境、生物環境の変化に関することを中心とする。

２）具体的には、①天竜川中下流部環境の現況分析、②天竜川ダム再編事

業による中下流部の環境予測・評価、③今後の調査計画、についてとり

まとめる。

３．検討委員会の構成、進め方

） 、 、 、 、 、１ 本検討委員会は 別紙の河川工学 海岸工学 砂防工学 河川生態学

海岸海洋生態学などの分野における有識者より構成する。

２）平成 年度末を目途に中間とりまとめ、平成 年度上半期を目途に18 19
全体とりまとめの成果を得る。
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別紙

天竜川ダム再編事業環境検討委員会委員

青木伸一 豊橋技術科学大学 教授

萱場祐一 （独）土木研究所 自然共生研究センター長

木村賢史 東海大学 教授

笹原克夫 高知大学 教授

佐藤愼司 東京大学大学院 教授

谷口義則 名城大学 助教授

谷田一三 大阪府立大学 教授

○ 辻本哲郎 名古屋大学大学院 教授

福濱方哉 国土技術政策総合研究所 河川研究部 海岸研究室長

藤田光一 国土技術政策総合研究所 環境研究部 河川環境研究室長

松尾直規 中部大学 教授

※五十音順、敬称略

○委員長
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天竜川ダム再編事業環境検討委員会の進め方

【 】■第１回検討委員会 ７月５日

・検討委員会の進め方

・流域及び河川の概要

・天竜川中下流部環境の現況分析（１）

・天竜川ダム再編事業による中下流部の環境予測・評価（１）

【 】■第２回検討委員会 １０月頃

・天竜川中下流部環境の現況分析（２）

・天竜川ダム再編事業による中下流部の環境予測・評価（２）

・今後の調査計画（１）

【 】■第３回検討委員会 平成 年２月頃19
・天竜川ダム再編事業による中下流部の環境予測・評価（３）

・今後の調査計画（２）

・中間とりまとめ

【 】■次年度検討委員会：２回程度 平成 年度19
・天竜川ダム再編事業による中下流部の環境予測・評価（４）

・今後の調査計画（３ （４））、

・全体とりまとめ
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第１回天竜川ダム再編事業環境検討委員会議事概要（速報）

18 7 5 14:00 16:50■日 時 平成 年 月 日（水） ～

■場 所 浜松名鉄ホテル ３階 松の間

■出席者委員

青木委員、萱場委員、佐藤委員、谷田委員、辻本委員、福濱委員

■主な議事概要

１）検討委員会について

・今回の議事概要は速やかに公表する。

・次回以降、原則公開で開催し、公表する。

２）天竜川ダム再編事業の環境検討について

○資料に基づき 「流域・河川の概要 「天竜川ダム再編事業の概要」、 」

「天竜川中下流部における環境の現況分析 「天竜川ダム再編事業」

で目指すもの 「予測・評価手法の検討」について事務局から説明」

し、以下の意見を受けた。

緊急度の高い遠州灘の海岸侵食への対応に関連し、ダムからの排・

砂が河道を通して、どれだけの時間をかけて海岸まで流れていく

のかなど、再編事業による海岸への土砂供給を時間軸で明確にす

る必要がある。
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・海岸侵食の要因の現状分析を整理しておく必要がある。

。・天竜川の目指すべき環境像についてもう少し議論する必要がある

天竜川の河川環境について、佐久間ダム完成以前からの変化を把・

握するとともに、最近の傾向（ベクトルの方向）及びその要因に

ついて分析し、再編事業がその傾向に対してどのように作用する

かを明らかにする必要がある。

・治水機能を持たせることによる流況変化が土砂動態に及ぼす影響

を検討する必要がある。

・再編事業による環境変化に対するミチゲーションとしてだけでな

環境改善あるいは再生といった視点からも注目種を選定するく、

必要がある。

評価については、個々の生物の生息状況だけでなく、・河川環境の

当該生物の生息条件を整理した上で、それらの組み合わせによっ

て行うべきである。

・調査データはデータ集としてまとめるのが良い。

以 上




